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別添（議事録様式） 

令和６年度志木市立志木第三小学校 第３回 学校運営協議会議事録 

 

１ 開催日時 令和６年１０月２１日（月） １０：２０～１２：００ 

 

２ 場 所 志木市立志木第三小学校  展示室 

 

３ 出 席 者（事務局は除く） 

宮原 一 湯本 恭規 市川 裕美子 中田 裕規 

尾﨑 浩代 嘉永 秀恒 大賀 香 岡 和香子 

【事務局・記録 木内 芳公】 （委員 計８名） 

 

４ 協議内容 

（１）教育活動の報告及び児童の様子について 

○民間施設での水泳授業について 

・バスでの移動時間はどれくらいか。 

  ⇒バス乗車時間は片道約５～１０分程度。また、学校からバスの乗降車場所まで 

徒歩で５～１０分程度かかっている。 

   ・水泳指導の効果は見られるのか。 

⇒専門的な指導により、着実な泳力の向上が図られていると認識している。特に 

水泳を苦手としている児童にとっては、少人数での段階的な指導により、水へ 

の慣れや技能の上達が顕著である。 

 ・着衣永は実施しているのか。 

  ⇒実施していない。 

   ・以前は市内で水泳記録会を実施していたが、現在も何らかの形で行っているのか。 

⇒現在は行っていない。 

 

（２）令和６年度学校評価（教職員中間評価）結果について 

・統計学的に見れば回答の割合の差異は誤差の範囲である。昨年度と比較して、多 

くの項目は大きな変化はないと捉えることができるが、項目１１「学校は、児童 

がいじめをすることなく助け合って学校生活を送れるよう、学年学級づくりに取 

り組んでいる。」と項目１６「学校はＰＴＡ活動や地域活動に関心をもち、保護 

者及び地域と連携協力している。」については、今年度の取組に成果が見られる 

と考えられる。 

・項目１１「学年・学級経営の充実」に係る肯定的回答の割合が大きく増えている。 

昨年度の課題点を踏まえ、教職員が教育活動を進めている様子が窺える。 

・学校と保護者・地域が連携して教育活動を進めていることを教職員が実感してい 

るという点は大変よいことである。 

・課題があると答えた場合には、その理由を記述させているようだが、肯定的な回 

答の場合もその理由を記述できるような様式にするとよい。 

    ⇒最終評価では、肯定的な回答における理由も記述できるようにしたい。 

・「環境美化」について、他の項目と比較すると「よくできている」の割合が少な 

いが、その理由として考えられることはあるか。 
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⇒「環境美化」については、学校全体（組織）というよりは、自学級の清掃への 

取組状況や教室環境の現状を評価している側面も考えられる。日課に清掃時間 

が設定されていない曜日もあるため、その時の教室環境に係る整備等の実態が 

そのまま評価されている状況もあるのではないかと認識している。 

・小中一貫教育については、次年度より本格実施となる。現在、中学校区において 

教科等に係る９年間のカリキュラムシートを作成しているとのことだが、管理職 

も含めて異動してくる教職員もいることから、これまでの取組をしっかりと引継 

ぎ、共有できるような準備を進めていただきたい。 

・記述にも課題としてあげられているが、タブレット端末の自宅での活用は進んで 

いるのか。 

⇒学年により実態は異なる。家庭での安全な利用に係るルールの遵守等、保護者 

の協力も必要であると感じている。今後さらに自宅での効果的な利活用が図ら 

れるよう計画をしていくとともに、並行して情報リテラシー及び情報モラル教 

育も推進していきたい。 

 

（３）学校危機管理マニュアルについて 

   ・危機管理における初期対応は大変重要である。今一度、全教職員で共通理解を

図っていただきたい。また、情報が非常に多いので、緊急時に本当に必要とな

る対応が一目でわかるよう、情報を精選し、明記していくとよい 

    ⇒必要な情報を整理するとともに、タブレット端末でマニュアルをすぐに確認

ができるよう、クラウド上で管理をする等の手立てを講じていきたい。 

・学校危機管理マニュアルが教職員だけのものとならないようにしていただきた 

い。避難訓練などの機会において、本マニュアルに記載されている内容を子ど 

もたちにも伝え、非常変災時に子どもたち自身が自分で身を守るために行動が 

できるように、積極的な活用を図ってほしい。 

    ・中学校区での合同引き渡し訓練を実施しているが、今後は近隣の幼保との連携 

も必要になってくるのではないかと考えられる。現在のメールシステム等を幼 

保でも活用ができるとよい。 

    ・過去の震災時における連絡手段として「NTT災害伝言ダイヤル」が大変効果的 

であったため、保護者等にも周知をしておくとよい。 

    ・大きな地震が在校時間外に発生した場合の地域連携が重要である。地域及び行 

政との役割分担をしっかりと整理、確認しておくことが必要である。 

 

５ 連絡事項 

   令和６年度埼玉県地域学校協働活動推進フォーラムについて 

 

６ 次回の開催日程 

令和７年１月２１日（火）１１：３０～１３：００ 場所：展示室 


